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教区・支部
情報ネット→

信
仰
の
元
一
日
に

思
い
を
馳
せ
今
を
知
る

江
東
支
部
長

加
藤

修

教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
う
三
年
千
日
の

年
祭
活
動
を
お
打
ち
出
し
い
た
だ
い
て
、
八
ヶ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

本
教
の
教
え
は
、
教
祖
お
一
人
か
ら
始
ま

り
、
一
人
、
ま
た
一
人
と
数
知
れ
な
い
人
々

が
御
守
護
を
頂
い
て
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
理
の
親
々
を
辿
っ
て
い
く
と
、
必
ず
教
祖

へ
と
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
教
祖
は
常
に
、

不
治
と
言
わ
れ
る
難
病
を
御
守
護
頂
い
た
人
々

に
、
「
あ
ん
た
の
救
か
っ
た
こ
と
を
、
人
さ

ん
に
真
剣
に
話
さ
し
て
頂
く
の
や
で
」
と
仰
っ

た
と
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
の
家
の
信
仰
は
、
私
で
四
代
目
に
な
り

ま
す
。
初
代
の
太
吉
は
、
柿
の
木
か
ら
落
ち

て
脊
椎
を
損
傷
し
、
床
に
伏
せ
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
布
教
師
片
桐
小
三
郎
先
生
か
ら
諄
々

と
諭
さ
れ
、
お
さ
づ
け
を
取
り
次
い
で
も
ら

い
、
不
思
議
な
御
守
護
を
頂
き
ま
し
た
。
明

日
の
命
も
分
か
ら
ぬ
と
言
わ
れ
た
人
が
、
村

中
を
一
軒
々
々
、
自
ら
の
た
す
か
っ
た
話
を

し
て
回
る
と
、
聞
い
て
く
だ
さ
る
方
も
増
え
、

相
談
の
末
、
明
治
35
年
５
月
、
岩
村
町
集
談

所
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
38
年

11
月
21
日
に
は
、
本
席
様
よ
り
、
お
さ
づ
け

の
理
を
拝
戴
し
ま
し
た
。

二
代
目
よ
そ
は
、
昭
和
17
年
２
月
に
別
科

50
期
を
卒
業
し
、
い
ん
ね
ん
を
自
覚
し
て
単

独
布
教
に
専
念
。
布
教
師
と
し
て
専
ら
た
す

け
一
条
に
通
り
、
昭
和
18
年
７
月
20
日
に
近

恵
布
教
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

三
代
目
千
一
は
、
25
歳
の
時
盲
腸
炎
か
ら

腹
膜
炎
と
な
り
、
医
者
も
命
は
請
け
負
え
な

い
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
近
愛
分
教
会
の
布
教

師
（
私
の
母
親
の
祖
父
）
村
山
善
六
氏
と
、

母
よ
そ
の
真
剣
な
お
た
す
け
に
よ
り
、
別
科

入
学
の
心
定
め
を
も
っ
て
、
四
日
目
に
は
退

院
の
御
守
護
を
頂
き
ま
し
た
。
同
年
８
月
に

別
科
58
期
を
卒
業
。
そ
の
後
布
教
所
の
上
に

伏
せ
込
み
、
神
殿
落
成
奉
告
祭
と
同
時
に
布

教
所
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
母
の
背
中
で
育

ち
、
ご
恩
報
じ
と
、
母
一
人
子
一
人
と
い
う

親
子
断
絶
の
い
ん
ね
ん
を
切
り
替
え
る
道
を
、

う
ま
ず
弛
ま
ず
通
っ
て
く
れ
た
お
陰
で
、
今

日
の
私
が
あ
り
ま
す
。

教
祖
お
一
人
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
道
を
、

お
や
さ
ま

先
人
は
ひ
な
が
た
を
心
の
頼
り
と
し
て
懸

せ
ん
じ
ん

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

け
ん

命
に
通
り
、
私
た
ち
へ
と
つ
な
い
で
下
さ
っ

め
いた

。
そ
の
信
仰
を
受
け
継
ぎ
、
親
か
ら
子
、

子
か
ら
孫
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
一
歩
一

歩
の
積
み
重
ね
が
、
末
代
へ
と
続
く
道
と

ま
つ
だ
い

な
る
の
で
あ
る
。
（
『
諭
達
第
四
号
』
）

教
祖
は
、
〝
つ
と
め
〟
と
〝
さ
づ
け
〟
と

仰
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
私
は
、
三
年
千

日
の
間
、
十
二
下
り
の
お
つ
と
め
を
勤
め
さ

せ
て
い
た
だ
こ
う
と
心
定
め
し
、
実
行
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
何
時
で
も
何
処
で
も
、
お

さ
づ
け
を
取
り
次
げ
る
よ
う
、
お
願
い
も
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
「
成
人
と
は
、

日
々
に
親
の
思
い
に
近
づ
く
こ
と
」
今
、
近

愛
分
教
会
で
は
、
吉
岡
会
長
を
芯
と
し
て
、

朝
夕
に
一
手
一
つ
に
お
さ
づ
け
の
取
り
次
ぎ
、

ま
た
添
い
願
い
を
続
け
、
次
々
と
鮮
や
か
な
、

不
思
議
な
御
守
護
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い

ま
す
。

教
祖
百
四
十
年
祭
の
旬
、
不
治
と
言
わ
れ

る
病
も
、
教
祖
の
前
に
は
決
し
て
不
治
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
お
さ
づ
け
は
、
教
祖
御
存
命

の
理
の
お
働
き
で
あ
り
、
今
ま
さ
に
た
す
け

の
旬
、
た
す
か
り
の
旬
な
の
で
す
。

１０月２９日 第１回 ようぼく一斉活動日
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ようぼく一斉活動日実施計画 第１回 １０月２９日開催分

支 部 開催時間 会 場 自主プログラムの内容 ※敬称略

大 津
始 10：00

終 11：30
教務支庁

感話「信仰体験・私と教祖」の後、ふり返りを行
います。代表ようぼくの感話を聞いて、その後、ふ
りかえりを行います。

江 西

始 9：30
終 11：30
始 13：30
終 15：30

栗太分教会
テーマは「おつとめ」。講話を聞いた後、実際に

練習を行います。午前と午後に２回開催します。
講話講師 滋賀教区長 中西 次

江 南
始 9：30

終 12：00
甲龍分教会

元始まりのお話を、ようぼくに分かりやすくお話
していただきます。

講話講師 西岡 洋 （愛静大教会所属）
ひろ

江南北
始 10：00

終 11：45
甲賀大教会

テーマ「お道の素晴らしさ」。講話に続いて質疑
応答を行います。

講話講師 中野大教会長 深谷 德重

江 東
始 13：30

終 16：00
湖東大教会

「諭達 ～年祭活動って？～」教祖と教友のつな
がりを深めます。「諭達かるた」で諭達の言葉に触
れ、気付きと勇みを育みます。

江東南
始 10：00

終 11：45
蒲生大教会

対話を取り入れた講話を行います。
講話講師 蒲生大教会長 安井 昌角

湖 北
始 9：30

終 11：30
浅井分教会

人のたすかりを願って、総立ちで十二下りてをど
りをつとめます。
（総立ちのてをどりは、ＣＤを利用）

西 湖
始 10：00

終 12：00
末廣分教会

「教祖を身近に」をテーマに講話ビデオを視聴し、
ふり返りを行います。

講話講師 伊都分教会 前会長 岩井喜市郎
この案内は９月２日現在のものです。最新の情報は「教区・支部情報ねっと」をご確認ください。

午前

午後

教区・支部
情報ネット
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本
部
よ
り
の
連
絡

▽
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
に
つ
い
て

・
・
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
事
務
局
・
・

・
全
国
５
６
０
支
部
の
会
場
一
覧
を
、
８
月
１
日
に
「
教
祖
百
四
十
年
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
お
よ
び
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
改
め
て
実

施
計
画
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

・
親
里
会
場
と
し
て
、
第
二
食
堂
お
よ
び
第
五
食
堂
で
の
計
画
は
あ
り
ま
す
が
、
対

象
は
在
籍
者
と
本
部
勤
務
者
（
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
含
む
）
で
す
。
他
の
方
は
、
天

理
支
部
の
会
場
（
城
法
大
教
会
）
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
「
会
場
一
覧
」
の
情
報
に
、
変
更
・
訂
正
が
あ
る
場
合
は
、
メ
ー
ル
又
は
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
内
容
を
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
事
務
局
」
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
、
必
ず
教
区
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

□
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
事
務
局

mail

・yik140@tenrikyo.or.jp
FAX

・0743-63-7578

▽
天
理
東
Ｉ
Ｃ
名
古
屋
方
面
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

・
・
輸
送
部
・
・

・
天
理
東
Ｉ
Ｃ
の
工
事
に
伴
い
、
名
古
屋
方
面
へ
の
利
用
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
尚
、
名
古
屋
方
面
か
ら
天
理
市
内
へ
の
通
行
、
お

よ
び
大
阪
方
面
の
通
行
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。
名
古
屋
方
面
へ
は
、

天
理
Ｉ
Ｃ
ま
た
は
福
住
Ｉ
Ｃ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
近
鉄
団
参
券
取
り
扱
い
終
了
に
つ
い
て

・
・
輸
送
部
・
・

・
発
券
機
更
新
に
伴
い
、
教
区
お
よ
び
詰
所
に
お
け
る
近
鉄
団
参
券
の
取
り
扱
い
を
、

10
月
分
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
す
。
以
後
は
、
輸
送
部
販
売
所
の
み
で
の
取
り

扱
い
と
な
り
ま
す
。
関
係
者
お
よ
び
利
用
者
へ
の
周
知
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
11
月
以
降
に
団
参
券
を
ま
と
め
て
購
入
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
輸
送
部

販
売
所
（
電
話

0743-63-1381

）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

教
区
よ
り
の
連
絡

▽
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
に
つ
い
て

・
本
日
（
９
月
２
日
）
第
３
回
教
区
会
議
を
開
催

第
１
回
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
開
催
を
控
え
、
ご
本
部
や
直
属
か
ら
よ
う
ぼ
く
へ

の
案
内
も
始
ま
り
、
い
よ
い
よ
具
体
的
な
準
備
を
進
め
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
３

回
目
の
教
区
会
議
を
開
催
し
、
諸
課
題
に
つ
い
て
協
議
い
た
し
ま
す
。

・
計
画
内
容
の
変
更
方
法

計
画
の
内
容
を
変
更
す
る
場
合
は
、
更
新
情
報
を
い
ち
早
く
共
有
し
、
問
い
合
わ

せ
な
ど
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
本
部
事
務
局
へ
連
絡
す
る
と
同
時
に
、
教
区
へ

も
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
の
支
部
ペ
ー

ジ
の
掲
載
記
事
は
、
支
部
担
当
に
て
修
正
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
立
教
１
８
６
年
版
「
布
教
手
帳
」
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

支
部
で
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
別
途
配
布
の
申
込
書
に
必
要
部
数
を
記
入
の

上
、
教
区
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

・
頒
布
価
格

３
５
０
円

・
教
区
申
込
締
切

９
月
15
日

※
主
事
、
集
会
員
、
各
部
各
会
の
長
は
、
希
望
者
に
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

※
支
部
長
、
地
方
委
員
も
希
望
者
に
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
申
込
書
に

お
名
前
を
記
載
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
立
教
１
８
６
年
滋
賀
教
区
献
米
団
参
に
つ
い
て

例
年
通
り
、
滋
賀
教
区
と
し
て
献
米
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
併

催
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

・
期

日

11
月
26
日
（
日
）

・
搬
入
時
間

午
前
９
時
～
11
時

・
搬
入
場
所

昨
年
と
同
様
、
炊
事
本
部
で
搬
入
作
業
を
行
い
ま
す
。

▽
令
和
六
年
度

扶
育
願
書
用
紙
申
し
込
み
に
つ
い
て
（
再
掲
）

・
願
書
郵
送
希
望
の
方
は
、
「
高
校
用
扶
育
願
書
用
紙
希
望
」
或
い
は
「
大
学
用
扶
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育
願
書
用
紙
希
望
」
と
明
記
し
、
切
手
を
同
封
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
同
封
切
手

高
校
用
１
部
１
２
０
円

大
学
用
１
部
１
４
０
円

〇
申
込
先

〒
６
３
２
‐
８
６
７
９

天
理
市
守
目
堂
町
２
１
３
番
地
の
４

お
や
さ
と
や
か
た
真
南
棟
３
階

一
般
財
団
法
人

天
理
教
一
れ
つ
会

扶
育
願
書
係

・
願
書
受
付

教
区
受
付
期
間

10
月
１
日
～
10
月
31
日

布
教
部

・
・
山
﨑
部
長
・
・

▽

全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
に
つ
い
て

・
表
統
領
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
挨
拶
文
）
を
各
支
部
２
部
配
布
い
た
し
ま
す
。
足

り
な
い
場
合
は
コ
ピ
ー
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

・
実
施
後
は
、
各
支
部
よ
り
次
の
２
種
類
の
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
実
施
報
告
書

支
部
単
位
で
ま
と
め
て
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

②
直
属
別
教
会
長
参
加
実
数
報
告
書

28
日
～
30
日
に
実
施
し
た
支
部

活
動
へ
の
参
加
教
会
長
の
実
数
の
報
告
で
す
。

右
記
の
二
つ
の
報
告
は
、
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
入
力
フ
ォ
ー

ム
」
か
ら
直
接
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
（
報
告
〆
切
10
月
25
日
）

・
実
施
の
様
子
を
撮
影
し
、
写
真
デ
ー
タ
を
教
区
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

教
区
報
の
記
事
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
「
に
を
い
が
け
勉
強
会
」
開
催
報
告

８
月
28
日
、
午
前
10
時
か
ら
滋
賀
教
務
支
庁
を
会
場
に
「
に
を
い
が
け
勉

強
会
」
を
開
催
し
、
教
区
管
内
か
ら
32
名
（
布
教
部
11
名
含
む
）
が
参
加
。
午

前
中
は
満
州
眞
勇
分
教
会
長
・
村
田
幸
喜
先
生
（
本
部
布
教
部
社
会
福
祉
課
長
）

よ
り
講
話
を
拝
聴
し
、
午
後
は
に
を
い
が
け
実
動
と
ね
り
あ
い
を
実
施
。
全
教

一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
を
目
前
に
、
勇
み
心
あ
ふ
れ
る
有
意
義
な
一
日
に
な

り
ま
し
た
。
詳
細
は
来
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

・
下
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
布
教
部
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

９
月
29
日
（
金
）
午
後
２
時

於
・
教
務
支
庁

社

友

・
・
藤
嵜
代
表
社
友
・
・

▽
新
刊
案
内

立教１８６年 全教一斉にをいがけデー実施計画
支部 組 日 時間 内 容

大津 合同

28
10：00 南郷公園周辺でリーフレット配布

14：00 滋賀分教会を拠点にリーフレット配布

29 10：00 教務支庁を拠点に神名流しとリーフレット配布

30 琵琶湖ハートクリーンひのきしん

江西

５組
合同

28 9：00
栗太分教会 → 瀬田駅 → 南草津駅 → 草津駅 → 栗太分教会
各駅前にて路傍講演とリーフレット配布

栗東 29 9：00 栗東分教会を拠点にリーフレット配布・戸別訪問

野洲 28
9：00 琵琶分教会を拠点にリーフレット配布・戸別訪問

10：30 野洲駅まで神名流し・駅前で路傍講演

江南
合同

29 8：30 近南分教会を拠点にリーフレット配布・ふりかえり

30 8：30 近南分教会を拠点にリーフレット配布・ふりかえり

甲南 28 10：00 甲南分教会から天保義民の碑まで神名流し・路傍講演

江南北

合同 28 9：00 甲賀大教会を拠点ににをいがけ実動・ふりかえり

水口２

29

10：00 八幡神社に集合し新城地区周辺でにをいがけ実動

水口３ 10：00 白水分教会に集合し北泉地区周辺でにをいがけ実動

土山 9：00 鮎川地区周辺でにをいがけ実動

江東

１

28 9：30 彦根市内をリーフレット配布

29 9：30 彦根市内をリーフレット配布

30 9：30 彦根市内をリーフレット配布

２

28 8：30 五箇荘中央公園に集合し周辺で戸別訪問・リーフレット配布

29 8：30 愛東支所に集合し周辺で戸別訪問・リーフレット配布

30 8：30 ラポール秦荘健康プールに集合し周辺で戸別訪問・リーフレット配布

江東南 合同

28 9：00 八幡分教会を拠点に戸別訪問 また近江八幡駅まで神名流し・リーフレット配布など

29 9：00 日野大教会を拠点に戸別訪問

30 9：00 蒲生大教会を拠点に戸別訪問

湖北 合同

28 9：30 東江州分教会を拠点にリーフレット配布・戸別訪問

29 9：30 湖旬生分教会を拠点にリーフレット配布・戸別訪問

30
9：30 米原分教会を拠点にリーフレット配布・戸別訪問

16：00 浅井分教会に集合 長浜駅前で神名流し・路傍講演

西湖 合同

28 15：00 末廣分教会を拠点に周辺で神名流し・路傍講演

29 9：00 道高分教会を拠点に周辺でポスティング

30 9：00 近滋分教会を拠点に周辺でポスティング
ここに記載の無い支部・組は、各教会・布教所の自主活動を促しております。
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☆
『
お
や
さ
ま
の
温
も
り
』

文
：
白
熊
繁
一
、
絵
：
お
け
む
ら
は
る
え

９
月
26
日
発
売

定
価

３
３
０
円

▽
立
教
１
８
７
年
カ
レ
ン
ダ
ー
予
約
販
売

Ａ
４
判
「
お
や
さ
と
の
四
季
」
定
価
４
２
０
円
（
予
約
部
数
に
応
じ
て
割
引
あ
り
）

ミ
ニ
版
「
お
や
さ
と
12
景
」

定
価
２
５
０
円
（
予
約
部
数
に
応
じ
て
割
引
あ
り
）

予
約
締
め
切
り

10
月
7
日
（
道
友
社
）

※
教
区
で
も
支
部
単
位
で
の
予
約
申
込
み
を
受
付
け
ま
す
。
別
途
配
布
の
申
込
書

に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
教
区
申
込
〆
切

10
月
２
日

▽
「
全
国
社
友
大
会
」
開
催
案
内
（
再
掲
）

・
日

時

９
月
25
日

14
時

於
・
天
理
市
民
会
館

・
対

象

代
表
社
友
、
支
部
社
友
、
直
属
社
友
（
参
加
票
を
持
参
く
だ
さ
い
）

・
記
念
講
演

風
俗
史
家

井
上
章
一
氏

▽
「
グ
ラ
フ
天
理
」
５
０
４
号
発
行

「
グ
ラ
フ
天
理
」
の
５
０
４
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
本
日
（
９
月
２
日
）
配

布
い
た
し
ま
す
。

啓
発
委
員
会

・
・
橋
本
委
員
長
・
・

▽
教
区
「
一
れ
つ
き
ょ
う
だ
い
」
推
進
研
修
会

・
日

時

10
月
２
日
（
月
）

正
午
よ
り

於
・
滋
賀
教
務
支
庁

・
内

容

島
崎
藤
村
、
不
朽
の
名
作
「
破
戒
」
上
映

※
下
段
の
Ｐ
Ｒ
記
事
参
照

災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊

・
・
薮
田
隊
長
・
・

▽
災
救
隊
教
区
訓
練
の
お
知
ら
せ

・
日

時

10
月
30
日
（
月
）

午
前
８
時
受
付

９
時
結
隊
式

31
日
（
火
）

午
後
２
時
解
散
予
定

・
場

所

高
島
市
朽
木

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
想
い
出
の
森

・
持
ち
物

隊
服
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
作
業
靴
、
日
用
品

用
意
で
き
る
方
は
草
刈
機

※
各
支
部
の
隊
長
は
10
月
20
日
ま
で
に
参
加
者
を
取
り
ま
と
め
て
報
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

教区「一れつきょうだい」推進研修会

１０月２日（月） 正午より
於・滋賀教務支庁

島崎藤村 不朽の名作「破戒」上映

これまでに、1948年に木下恵介監督、
1962年に市川崑監督と、名だたる巨匠
が映画化してきました。そして2022年、
60年ぶりに『破戒』が映画化されまし
た。主演を務めるのは若手俳優・間宮
祥太朗。自らの出自に苦悩しつつも、
最後にはある告白をする主人公・丑松
という難役に挑戦し、気迫のこもった
演技で観る者を惹きつけます。相手役・
志保を演じるのは石井杏奈。丑松に恋
心を寄せつつも、なかなか思いを告げ
られない控えめな女性を演じます。悩
める丑松を支える親友・銀之助役に矢
本悠馬。ほか眞島秀和、高橋和也、竹

中直人、本田博太郎、田中要次、石橋蓮司、大東駿介、小林綾子など名優たちが顔をそ
ろえ、クオリティの高いドラマを作り上げています。かつての名作を2022年、現代最高
レベルのキャスト、スタッフで映画化いたしました。（119分）
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こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
委
員
会

・
・
青
木
委
員
長
・
・

▽
「
こ
ど
も
横
丁
」
本
期
間
終
了
の
報
告
と
お
礼

４
年
振
り
の
「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
」
も
盛゙
大
に
執
り
行
わ
れ
、
教
区
担
当
行

事
「
こ
ど
も
横
丁
」
に
お
き
ま
し
て
も
、
盛
況
の
内
に
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
準
備
の
段
階

で
は
、
京
都
教
区
と
の
合
同
で
「
こ
ど
も
横
丁
」
を
運
営
す
る
為
の
話
し
合
い
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
合
同
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
不
安
と
心
配
が

途
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
期
間
途
中
で
の
交
代
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
き
、
滞

り
無
く
つ
と
め
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
こ
の
よ
う
な
形
で
「
こ
ど
も

横
丁
」
を
つ
と
め
る
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ま
た
皆
様
の
ご
意
見
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

献
血
推
進
委
員
会

・
・
竹
下
委
員
長
・
・

▽
８
月
献
血
実
績
（
７
／
21
～
８
／
20
）

☆
び
わ
こ
草
津
献
血
ル
ー
ム

江

西

２
名

江
南
北

３
名

★
合

計

湖

北

１
名

成

分

７
名

☆
献
血
セ
ン
タ
ー

４
０
０
㎖

１
名

江

西

１
名

☆
献
血
バ
ス

西

湖

１
名

今
月
も
、
大
変
暑
い
中
、
大
勢
の
方
の
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

婦
人
会

・
・
中
西
教
区
主
任
・
・

▽
女
子
青
年
例
会
の
お
知
ら
せ

・
日

時

９
月
17
日
（
日
）

午
前
10
時

教
務
支
庁

▽
婦
人
会
庁
舎
清
掃
ひ
の
き
し
ん

・
９
月
（
８
月
30
日
）

大
津
支
部

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
10
月
（
９
月
29
日
）

江
西
支
部

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
年
会

・
・
原
委
員
長
・
・

▽
第
97
回
青
年
会
総
会
の
お
知
ら
せ

・
総

会

11
月
25
日
（
土
）
午
前
11
時
か
ら

本
部
中
庭
に
て

・
お
話
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

※
弁
士
募
集
中

総
会
当
日

午
後
２
時
～
４
時

天
理
大
学
９
号
棟
ふ
る
さ
と
会
館

・
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｓ

Ｃ
Ｕ
Ｐ
（
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
）
※
出
場
チ
ー
ム
募
集
中

総
会
当
日

午
後
２
時
～
４
時
半

天
理
大
学
杣
之
内
第
一
体
育
館

・
後
夜
祭

総
会
当
日

夕
づ
と
め
後

東
西
泉
水
プ
ー
ル
前
広
場

※
詳
細
は
、
今
後
の
情
報
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
。

少
年
会

・
・
大
北
団
長
・
・

▽
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
本
部
練
成
会
開
催
報
告

「
こ
ど
も
横
丁
」
を
会
場
に
、
８
月
３
日
か
ら
３
泊
４
日
で
、
少
年
ひ
の
き
し
ん

隊
本
部
錬
成
会
滋
賀
教
区
隊
の
活
動
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

入
隊
直
後
の
隊
員
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、

「
人
の
た
め

つ
く
す
よ
ろ
こ
び

ひ
ろ
げ
よ
う
」
を
合
言
葉
に
仲
良
く
た
す
け
合

い
、
ひ
の
き
し
ん
の
喜
び
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
身
上
や
事
故
な
く
、
無
事
に
４
日

間
の
活
動
を
務
め
て
く
れ
ま
し
た
。
活
動
に
際
し
ま
し
て
、
多
く
の
先
生
方
の
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

・
参
加
数

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊

わ
か
ぎ

男
子
８
名

女
子
３
名

計
11
名

あ
お
ば

男
子
７
名

女
子
５
名

計
12
名

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

男
子
５
名

女
子
２
名

計
７
名

サ
ブ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

男
子
４
名

女
子
１
名

計
５
名

▽
立
教
１
８
６
年
少
年
会
滋
賀
教
区
団
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

・
日

時

10
月
28
日
（
土
）

午
前
10
時
（
受
付
９
時
）

・
会

場

天
理
教
水
口
大
教
会

※
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
の
開
催
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
「
ち
ょ
っ
と
！
パ
ッ
と
！
べ
ん
き
ょ
う
会
」
の
お
知
ら
せ

□
10
月
26
日
（
木
）
や
っ
て
み
よ
う
！
「
は
じ
め
て
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」

□
11
月
26
日
（
日
）
鳴
物
練
習
に
役
立
つ
リ
ズ
ム
遊
び

・
時

間

午
後
１
時
～
１
時
50
分

・
場

所

少
年
会
本
部
（
真
南
棟
４
階
）
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・
対

象

育
成
会
員

・
服

装

動
き
や
す
い
服
装

▽
少
年
会
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

９
月
30
日
（
土
）
午
後
２
時

教
務
支
庁
に
て

学
生
担
当
委
員
会

・
・
宮
垣
委
員
長
・
・

▽
「
学
生
生
徒
修
養
会

高
校
の
部
」
の
報
告

８
月
11
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
立
教
１
８
６
年
「
学
生
生
徒
修
養
会

高
校
の
部
」

は
、
国
内
外
か
ら
７
０
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
台
風
７
号
が
近
畿
地
方
を
直
撃
す

る
進
路
予
報
を
受
け
、
日
程
を
一
日
繰
り
上
げ
て
14
日
に
解
散
と
な
り
ま
し
た
が
、

滋
賀
教
区
か
ら
も
８
名
が
参
加
し
、
夏
の
お
ぢ
ば
で
貴
重
な
ま
な
び
を
得
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
お
力
添
え
下
さ
っ
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
「
育
成
に
役
立
つ
研
修
会
」
の
ご
案
内

・
日

程

11
月
27
日
（
月
）
〜
28
日
（
火
）

・
内

容

若
年
層
育
成
に
役
立
つ
４
つ
の
コ
ー
ス
を
設
け
ま
す

◇
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験
コ
ー
ス

◇
ト
レ
ー
ナ
ー
育
成
コ
ー
ス

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
コ
ー
ス

◇
育
成
者
支
援
コ
ー
ス

・
募
集
人
員

１
０
０
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

・
受
講
御
供

１
千
円

・
申
込
方
法

申
込
用
紙
に
受
講
費
を
添
え
て
11
月
10
日
ま
で
に
事
務
局
ま
で

滋
賀
里
親
会

・
・
小
椋
会
長
・
・

▽
里
親
研
修
会
の
ご
案
内

・
日

時

９
月
13
日
（
水
）
10
時
現
地
集
合

～

11
時
30
分
解
散
予
定

・
会

場

特
定
非
営
利
活
動
法
人

コ
レ
ジ
オ
・
サ
ン
タ
ナ
学
園

愛
知
郡
愛
荘
町
長
野2094-15

☎
０
７
４
９
‐
４
２
‐
６
５
９
６

・
内

容

学
校
内
の
見
学

説
明
と
質
疑
応
答

教会長・布教所長の皆様へ

立教１８６年度

少年会滋賀教区団総会 開催案内

日々は、教区少年会活動の上に格別の御力添え

を賜り、誠にありがとうございます。

さて、少年会員どうしの親睦と丹精を図る上か

ら、下記の通り「立教１８６年度 少年会滋賀教

区団総会」を開催させて頂きます。今年度は４年

ぶりに座りづとめ、てをどりを各支部ごとにつと

めていただきますので、おつとめの練習をお願い

致します。尚、翌２９日は「ようぼく一斉活動日」

の開催日ですので、準備等が行われる上から、模

擬店やゲームは行わず、総会式典後、大抽選会を

行って解散とさせて頂きます。

天理教少年会滋賀教区団

育成会長 中西 次

団 長 大北 道久

記

●日 時 令和５年１０月２８日（土曜日）

午前１０時より １３時解散予定

●受 付 午前９時より

●会 場 天理教水口大教会

●参加御供 不要です

●服 装 ハッピ・帯又はベルト・黒又は紺のズ

ボン、スカート、白靴下

※ジャージ、ジーパンは不可

●申込み 各支部少年会育成委員長（下記）へ

10月15日までにお申込み下さい。

《 江 南 支 部 》九里 正昭（℡ 0748-88-4482）

担当 座りづとめ・司会

《 江 西 支 部 》今井 音也（℡ 077-582-3715）

担当 よろづよ八首

《 大 津 支 部 》池戸 剛（℡ 077-537-5482）

担当 一下り目・二下り目

《 西 湖 支 部 》大橋 浅二（℡ 077-596-0646）

担当 三下り目・四下り目

《 湖 北 支 部 》津田 一男（℡ 0749-85-5178）

担当 五下り目・六下り目・ちかい

《江東南支部》北川 吉典（℡ 0748-58-2598）

担当 七下り目・八下り目

《 江 東 支 部 》福井 勝士（℡ 0749-42-2609）

担当 九下り目・十下り目

《江南北支部》山田 輔（℡ 0748-62-5394）

担当 十一下り目・十二下り目

●プログラム

・おつとめまなび ・総会式典 ・大抽選会

※軽食を準備致しますのでお持ち帰りください。
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“こども横丁”盛況のうちにＫＯＧ閉幕

ひ
の
き
し
ん
者
数

日 7/26 27 28 29 ８／３ ４ ５ ６ ７
この表は宿舎

事務所の出仕者
カードを集計し
たものです。
常駐者などは含
まれません。

支部その他 12 17 11 14 18 15

婦人会 8 14 15 9 7 11 15 25 11

少年会 1 2 3 4 4 6 6 4

青年会 6 8 5 2 4

行
事
参
加
者
数

日 7/27 28 29 30 31 ８/１ ２ ３ ４ ５ ６

団 体 138 165 293 270 147 158 131 106 108 154 124

少年会員 1,014 1,387 2,094 2,330 1,147 1,236 955 1,002 683 998 671

育成会員 641 913 1,904 2,083 723 737 586 1,533 460 902 589

合 計 1,655 2,300 3,998 4,413 1,870 1,973 1,541 2,535 1,143 1,900 1,260

▲７月２７日大亮様がご巡視くださいました▲

▲カロムのお相手は少ひ隊のお姉さん ▲お茶どうぞ〜 お茶所名物の呼びかけ

▲中⻄教区⻑と大北団⻑を囲んで少年ひのきしん隊の笑顔あふれる
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天
智
天
皇
を
祀
る
近
江
神
宮
か
ら
東
へ
約

１
㎞
の
所
に
、
滋
賀
分
教
会
は
あ
る
。

滋
賀
の
道
は
、
斯
道
会
の
３
つ
の
講
社
が

連
合
し
、
滋
賀
支
教
会
の
設
立
を
願
い
出
た

こ
と
か
ら
始
ま
る
。
明
治
24
年
10
月
２
日
、

お
さ
し
づ
に
よ
っ
て
教
会
設
置
の
お
許
し
が

出
さ
れ
、
上
級
河
原
町
分
教
会
（
当
時
）
の

宇
野
善
助
を
初
代
会
長
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

明
治
26
年
、
支
教
会
は
大
津
町
上
堅
田
に

教
堂
の
普
請
が
完
成
。
一
方
、
こ
れ
と
前
後

し
て
、
教
会
を
支
え
て
き
た
元
の
講
元
の
二

人
が
出
直
し
、
残
る
一
人
も
事
情
に
よ
り
教

会
を
離
れ
た
。

明
治
28
年
、
三
国
治
郎
佐
ヱ
門
が
二
代
会

長
に
就
任
。
治
郎
佐
ヱ
門
は
、
支
教
会
の
中

心
人
物
が
相
次
い
で
い
な
く
な
っ
た
教
会
の

立
て
直
し

と
、
教
堂

普
請
の
際

の
財
政
的

な
事
情
の

治
ま
り
に

尽
力
し
た

が
、
諸
事

情
に
よ
り

翌
年
に
は

教
会
を
離

れ
た
。

明
治
30

年
、
河
原

町
よ
り
佐
藤
山
三
郎
を
三
代
会
長
に
迎
え
た
。

こ
の
時
、
大
原
支
教
会
の
部
属
教
会
と
な
る

と
共
に
、
大
原
よ
り
、
の
ち
に
会
長
と
な
る

宮
垣
家
を
は
じ
め
、
役
員
数
名
が
派
遣
さ
れ
、

滋
賀
に
住
み
込
ん
だ
。

明
治
34
年
、
四
代
会
長
と
し
て
大
原
支
教

会
会
長
の
中
林
寅
吉
が
就
任
。
38
年
に
は
、

大
津
町
上
堅
田
よ
り
大
津
市
松
本
へ
神
殿
を

移
転
し
、
さ
ら
に
40
年

に
は
、
大
原
部
内
よ
り
、

河
原
町
直
轄
へ
と
変
更

す
る
な
ど
、
長
年
事
情

の
中
を
歩
ん
で
き
た
滋

賀
の
復
興
に
目
途
を
つ

け
た
。

宮
垣
家
は
22
年
頃
、

市
太
郎
の
父
藤
太
郎
が

入
信
。
市
太
郎
17
歳
の

時
、
肺
病
の
身
上
を
大

原
の
布
教
師
の
お
た
す

け
に
よ
り
ご
守
護
を
頂
く
。
こ
れ
を
機
に
、

親
子
揃
っ
て
大
原
に
住
み
込
み
、
明
治
30
年
、

寅
吉
の
命
に
依
っ
て
、
滋
賀
の
役
員
と
し
て
、

親
子
揃
っ
て
住
み
込
ん
で
い
た
。

明
治
42
年
、
五
代
会
長
と
し
て
宮
垣
市
太

郎
が
就
任
。
市
太
郎
在
任
中
、
滋
賀
県
内
を

は
じ
め
、
遠
く
は
福
井
、
さ
ら
に
は
ア
メ
リ

カ
に
ま
で
教
勢
は
広
く
延
び
拡
が
り
、
昭
和

10
年
に
は
、
支
教
会
か
ら
分
教
会
へ
の
昇
格

の
お
許
し
を
頂
い
た
。

昭
和
18
年
、
市
太
郎
の
長
男
多
一
郎
が
六

代
会
長
に
就
任
す
る
。
多
一
郎
在
任
中
も
教

勢
は
益
々
盛
ん
と
な
り
、
昭
和
43
年
に
は
、

三
代
真
柱
様
の
ご
巡
教
と
い
う
喜
び
の
姿
を

見
た
。

昭
和
54
年
に
は
、
現
在
の
土
地
に
移
転
建

築
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
落
成
奉
告
祭
の

喜
び
も
束
の
間
、
わ
ず
か
十
一
日
後
に
、
多

一
郎
が
出
直
す
と
い
う

大
き
な
ふ
し
を
頂
き
、

後
任
と
し
て
、
多
一
郎

の
妻
、
初
江
が
七
代
会

長
に
就
任
。

平
成
７
年
に
は
、
多

一
郎
、
初
江
の
長
男
晴

夫
が
八
代
会
長
に
就
任
。

初
江
、
晴
夫
在
任
中
も

教
勢
は
拡
大
し
、
多
く

の
部
内
教
会
設
立
や
布

教
所
開
設
の
ご
守
護
を

頂
い
た
。

平
成
23
年
に
は
、
晴
夫
の
長
男
一
晴
が
九

代
会
長
に
就
任
。
一
晴
は
、
天
理
教
校
附
属

高
校
か
ら
第
二
専
修
科
へ
と
進
ん
だ
後
、
大

教
会
青
年
と
し
て
伏
せ
込
ん
だ
。
30
歳
の
時
、

部
内
里
中
分
教
会
長
に
就
任
。
一
年
後
令
子

と
結
婚
。
令
子
は
、
信
仰
の
な
い
家
庭
で
育
っ

た
が
、
鼓
笛
隊
活
動
を
通
じ
て
入
信
。
一
晴

と
は
、
少
年
会
本
部
の
鼓
笛
活
動
で
知
り
合
っ

た
。

会
長
夫
妻
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
に
力

を
入
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
自
治
会
長
、
民
生

委
員
な
ど
の
役
を
務
め
て
地
域
に
貢
献
し
て

い
る
。
さ
ら
に
地
域
活
動
の
一
環
と
し
て
、

令
和
４
年
６
月
か
ら
こ
ど
も
食
堂
を
開
始
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
当
初
は
弁
当
の
配
布
と

い
う
形
を
と
っ
て
い
た
が
、
今
年
に
な
っ
て
、

学
習
支
援
と
併
せ
た
食
事
の
提
供
を
始
め
た
。

令
和
４
年
夏
、
専
修
科
勤
務
の
次
女
が
、

劇
症
溶
連
菌
感
染
症
に
罹
患
。
全
身
に
菌
が

回
り
、
生
死
の
境
を
彷
徨
う
と
い
う
大
き
な

ふ
し
を
頂
い
た
。
こ
の
時
、
教
会
を
は
じ
め
、

大
教
会
、
専
修
科
、
友
人
な
ど
、
関
わ
り
あ

る
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
、
真
剣
な
お
願
い

づ
と
め
が
勤
め
ら
れ
た
。
そ
の
真
実
を
親
神

様
が
お
受
け
取
り
下
さ
り
、
次
女
は
奇
跡
的

に
意
識
を
取
り
戻
し
身
上
は
回
復
。
不
思
議

珍
し
い
ご
守
護
を
頂
い
た
。

そ
の
直
後
に
始
ま
っ
た
教
祖
百
四
十
年
祭

三
年
千
日
。
「
年
祭
活
動
は
、
そ
の
御
恩
返

し
。
大
教
会
の
活
動
方
針
を
胸
に
、
教
祖
年

祭
の
そ
の
日
ま
で
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
宮
垣
会
長
は
語
る
。

教
会
探
訪
ル
ポ

あ
の
街

こ
の
教
会
№105

滋
賀
分
教
会
（
河
原
町
・
大
津
支
部
）

し

が

会
長

宮
垣

一
晴

住
所

大
津
市
勧
学
二
丁
目
二
〇
番
二
〇
号

宮垣一晴会長夫妻

●滋賀分教会
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11月26日（日）
滋賀教区献米団参

例年通り滋賀教区として献米団参を実施させていただきます。
併催行事など詳細は次号でご案内いたします。

９月 行事予定

／02 主事会、役員会、婦人会例会
献血推進研修会
ようぼく一斉活動日 第３回教区会議
天理教音楽研究会安野素彦氏来所

／13 里親研修会（コレジオ・サンタナ学園）

／17 女子青年例会 10:00
／25 全国社友大会（天理市民会館）14:00

教区長会議（38母屋）16:00
／28 全教一斉にをいがけデー支部活動日（～30日）
／29 庁舎清掃ひのきしん 江西支部 9:30

布教部例会 14:00 広報委員会 16:00
／30 少年会例会 14:00

８月 教区日誌

／２ 支部長連絡会
／４ こども横丁滋賀教区担当（６日まで）
／６ こどもおぢばがえり閉幕

ＫＯＧ感謝のつどい（東礼拝場）18:45
／７ ＫＯＧ宿舎備品撤収（９母屋）

夏の集い（８日まで・陽気ホール他）
道の教職員の集い

／25 教区長会議（38母屋）16:00
／27 少年会例会 10:00 布教部例会 15:00
／28 にをいがけ勉強会（布教部）
／30 庁舎清掃ひのきしん 大津支部 10:30

広報委員会 14:00

▽任命願 臨時祭典願

・信樂分教会［河原町 江南］
しがらき

後任者 西川 慶一
けいいち

創立130周年記念祭並びに就任奉告祭

１１月 ５日

受 理 日 ８月２４日

▽任命願 恒例祭日変更願

・雲井分教会［河原町 江南］
く も い

後任者 西川 恵二
け い じ

就任奉告祭 １１月２８日

受 理 日 ８月２４日

◇ 閉庁日 14日 23日 24日 25日 26日
◇ 閉庁時間 午後５時 （４月～９月）

（ 連絡先 ☎ 080-8341-1563 鈴木 ）

事情願書

布教所関係

▽住所変更

・近櫻布教所 ［大原 近滋 江西］
きんおう き ん し

教会課受理日 ７月２６日

☆新任教会長紹介☆

西江州分教会
にしごうしゅう

［大原 西湖］

教会長 伊庭 卓弥
い ば た く や

奉告祭 １１月２８日

にをいがけ強調の月

■ 布教月報
天理教布教部が発行する行事案内誌。

主に福祉課に関わる行事の詳しい案内
が掲載されています。

■ 道友社報
天理教道友者が社友あてに毎月発行

する行事案内誌です。道友社の最新情
報が掲載されています。


